
とうきょうすくわくプログラム活動報告書【２０２５年度】 

施設番号 66-0472 
施設名 こひつじ保育園 
法⼈名 社会福祉法⼈ 葛飾福祉館 
法⼈所在地 東京都葛飾区東四つ⽊３-６-１２ 

１． 活動のテーマ 
＜テーマ＞ 
⾷育活動 （味噌仕込み） 

 
＜テーマの設定理由＞ 

⽇々の給⾷に最も使⽤されることの多いお味噌。⽇本の⾷⽂化の中⼼でもある⼤⾖製品として、お味噌は⽋かすことの

出来ない加⼯品です。そのお味噌が何からでき、どの様に出来上がっていくのかを⼀年を通じて学び、⾷への興味や関

⼼が深まっていくのではないかと設定しました。 

 
２．活動スケジュール 

・4,5 歳児混合のグループに分かれ各テーブルに座る。 

・味噌についての導⼊（話） 

・材料の観察（⼤⾖等） 

・味噌づくり（⼤⾖をつぶす、麹や塩と混ぜ合わせる） 

・味噌球を作り樽へ 
 

３． 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

鍋、ボウル、ザル、ヘラ、樽、押し蓋、ビニール袋、⼩⽫、重⽯、お⽟、⼦ども⽤⼿袋、ラップ、アルミホイル、観察

⽤味噌、乾燥⼤⾖、茹で⼤⾖、麹、塩、⼤⾖の煮汁等 
 
４． 探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

出来上がっている味噌を⾒ながら問いを投げかけ考える。何からできているのか、何⾊か、何に使われているのか、ど

のように出来上がるのか等を、実際に仕込みながら学ぶ。 
  ＜活動中の⼦どもの姿・声、⼦ども同⼠や保育者との関わり＞ 

  

 

 

 

 

 

５． 振り返り 

完成品の味噌を観察しながら、茶⾊だよ、茶⾊よりもっと濃い茶⾊、醬油のお匂い、すいか？味噌汁に使う、べちゃっ
とした感じなど様々な所⾒を伝え合う。乾燥⼤⾖の⾳を聞かせながら、これがもとになり出来上がっていることを伝え
ると、ビー⽟、氷、固い種、⾖、⻤を退治する時の⾖など思い思いの⾔葉を共有する。 



＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞ 
味噌づくりの材料を⼀つひとつ確認する場⾯では、友達と同じ答えになることが少なく、それぞれがこれまでの経験を
もとに考えた⾔葉を発表していた。⼤⼈には思い浮かばない先⼊観のない⾃由な発想を感じるとともに、それぞれの意
⾒を聴き⼊れ肯定しながら⾃分なりの意⾒を伝える姿に成⻑を感じた。仕込みを終え「完成」と伝えられると「えっ」
と驚きの声が多く聞かれ、最初に観察した時の完成味噌と⽐べ、⾊や⾹りの違いに気づいたもので、味噌は時間をかけ
て少しずつ出来上がっていくことを学び、継続して観察していくことで⾷への興味や関⼼が更に深まっていくものと期
待される。 

 


